












〈銘文２〉・師衞簋（ 『銘図集成』〇五一四二） （図五・六）・師衞鼎（ 『銘図集成』〇二三七八） （図七・八）・師衞簋（ 『銘図集成』〇五一四 ） （図九）〈銘文３〉・師衞壺甲（師衞
卣
） （蓋） （器） （ 『銘図集成』一二四〇二） （図一〇・一一）
・師衞壺乙（師衞
卣
） （蓋） （ 『銘図集成』一二四〇
三（注一）
） （図一二・一三）
・師衞尊（ 『銘図集成』一一七八六） 一四・ 五）
　一連の師衞諸器は、 『銘図集成』の「著録」の項目には「未著録」と記載され、作器者である師衞も金文中初見の人物で































































































を一件ずつ見れば、脱字や書きぶりの差が見られる。例えば、 〈銘文１〉の師衞簋（器） （ 『銘図集成』〇四九三七）の銘文は、その蓋銘にある易・乍字を脱しており、字形については、第一行の尸字の向 が蓋銘と左右逆になっている。また、書きぶりについては、 〈銘文１〉の三件中、師衞簋（蓋）の銘文が最も安定していて力強い。このこと 〈銘文１〉の三件中、師衞簋（蓋） 銘文が最も先に作られたものである可能性を示している。




二）の銘文第三行の臣・禾字が 師衞鼎（ 『銘図集成』〇二三七八 ・師衞簋（ 『銘図集成』〇五一四三）の銘文で、字の向きがともに左右逆になっている。布置に いて言えば、師衞鼎（ 『銘図集成』〇 三七八）の銘文第二行の于字
字が接
































































































とある。２師衞 　人名。師は官名。衞は個人名。作器者。西周金文中初見である。〈銘文２〉・師衞簋（ 『銘図集成』〇五一四二）・師衞鼎（ 『銘図集成』〇二三七八）・師衞簋（ 『銘図集成』〇五一四 ）〈隷定〉 （師衞簋銘（ 『銘図集成』〇五一四二）に依る）１ 　豐 　公 　史 　衞 　陟 　于 　
氒　啻






　衞 　貝 　廿朋 　臣 　廿 　
氒　牛 　廿 　禾 　卅






























（城） 」はその城邑として解することもできる。 だし、 「某城」という言い方は、西周期の伝世器に見られない。なお、













） （蓋） （器） （ 『銘図集成』一二四〇二）
・師衞壺乙（師衞
卣
） （蓋） （ 『銘図集成』一二四〇三）
・師衞尊（ 『銘図集成』一一七八六）〈隷定〉 （師衞壺甲（師衞
卣
） （蓋） （ 『銘図集成』一二四〇二）に依る）
１ 　隹 　九 　月 　既 　生 　霸 　宮 　公２ 　
眚　
　器 　于 　北 　麥 　宮
師衞諸器について
九〇























『商周青銅器銘文曁図像集成』著録有一組山西出土的西周早期的師衞諸器（主要有師衞鼎（一） ・簋（一） ・師衞鼎（二） ・簋（二）及師衞尊・壺等） 、我們曽有小文加以討論、将
簋与師衞諸器銘文相互参證、則穆王前後在「北麦」今晋西吉
県一帯有王師常駐、当可確定。据師衞諸器銘 来看、其駐地応以「北麦」則今吉県一帯中心、自南由今河津市向北延伸至臨 。（ 『商周青銅器銘文曁図像集成』に山西出土、西周早期の師衞諸器（主に師衞鼎（一） ・簋（一） ・師衞鼎（二） ・簋（二）及び師衞尊・壺等）があり、我々は曽て検討を行った。
簋と師衞諸器の銘文を相互に参證すれば、穆王前後には、










（ 『甲骨文合集補編 一一二九 反、黄類：第四期（武乙期）‐第五期（帝辛期） ）
・ 　　










林巳奈夫（一九八四） 『殷周時代青銅器の研究』 、吉川弘文館尚志儒（一九九一） 「西周金文中的豐国」 　『文博』一九九一年第四期黄天樹（一九九一（簡体字版二〇〇七） ） 『殷墟王卜辞的分類与断代（簡体字版） 』 、科学出版社、二〇〇七年（初版は［台北］台湾文津出版社、一九九一年）黄錦前（二〇一七） 「
簋読釈」 　『史志学刊』二〇一七年第四期
〔漢〕司馬遷撰『史記』 （全一〇冊） 、中華書局出版、一九五九年郭沫若主編・中国社会科学院歴史研究所編 甲骨文合集』 （全一三冊） 、中華書局、一九七八‐一九八三年中国社会科学院歴史研究所編『甲骨文合集補編』 （全七冊） 、語文出版社、一 九九年
師衞諸器について
九三
図一〈銘文〉『銘図集成』04937 より（左：器銘 写真、右：蓋銘 写真）
図二〈器影〉『銘図集成』04937 より





　　 通高 15.5 ×口径 22.5 ×腹深 12.2cm
図三〈銘文〉『銘図集成』02185 より（拓影）
図四〈器影〉『銘図集成』02185 より



















　　 　通高 31 ×口径 12.9 ×腹深 19.2cm
図一五〈器影〉『銘図集成』11786 より
　　 　通高 22.8 ×口径 19.4 ×腹深 19.3cm
図一二〈銘文〉『銘図集成』
　　 　12403 より（蓋銘写真）
